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第２節  先行研究 
HIV/AIDSのケアをめぐっての先行研究においては、看護師の抱える不安や困難についての調査研









第２章 HIV/AIDS 看護ケアに関する調査 
   
第１節  目的・調査対象・調査方法（聞き取り調査） 
１．調査の目的は以下の通りである。 
   （１）HIV/AIDS 患者の看護実践において、看護師が日常の看護場面でどのような困難を感じて
るかを明らかにし、HIV/AIDS看護特有の倫理上の問題を明らかにする 






対象    年齢    性別   臨床経験   HIV看護     
                  年数     経験年数 
A           20代        女        4年         4年 
B           30代        女       15年          3年 
C           20代        女        5年          5年 
D           40代        女       20年         10年 
E           20代        女        5年          5年 
F           30代        女       14年          8年 
G           40代        女       18年          7年 
 75
H           30代        女        17年          5年 















分類        ケアの困難な状況の項目 
       ◎①HIV感染症の特別視に関連したケアの困難な状況 
患    ◎②周囲の支援のない患者へのケアの過重な負担  
者    ◎③告知後の患者の危機的状態による対応困難な状況   
と    ◎④院内感染のリスクと不安な状況 
の     ◎⑤薬害エイズ患者の複雑な思いへの対応困難 
関    ◯⑥専門的知識不足や実践能力不足によるケアの困難 
係     △⑦情報提供不足によるコミュニケーションの困難   
家の   ◎⑧性感染症に原因した家族へのケアの困難な状況 
族関   ◯⑨複雑な家族関係への調整の困難な状況 
と係   ◯⑩家族へのサポート不足による医療者への非難 
医    ◎⑪医師の患者への過剰な反応によるケアへの影響 
師    ◯⑫特定の医師の倫理観のない態度や医師への信頼がないと思える言葉 
と関   △⑬医師と家族の関係悪化に対するケアへの影響 
の係   △⑭医師の治療方針と看護者の価値観のずれによるジレンマ 
シと   ◎⑮性感染症に対する医療補助への不公平感 
スの   ◎⑯拠点病院に患者の集中による医療者への過重な負担 
テ関   ◎⑰同僚の無理解な反応への心理的ストレス 



















   





















































































 項目⑰＜同僚の無理解な反応への心理的ストレス＞について  
 これは、多部署のスタッフに理解のない言葉を言われストレスを感じたという看護師の言葉から
抽出した。 














問題の所在による分類               ケアの困難な状況の項目 
セクシュアリティに関連     ①HIV感染症の特別視に関連したケアの困難な状況 
したケアの困難と負担       ②周囲の支援のない患者へのケアの過重な負担 
               ③告知後の患者の危機的状態による対応困難な状況 
                           ⑧性感染症に原因した家族へのケアの困難な状況 
                           ⑨複雑な家族関係への調整の困難な状況 
                           ⑩家族へのサポート不足による医療者への非難 
                           ⑫特定の医師の倫理観のない態度や看護師の医師への信頼がないと
思える言葉 
                           ⑮性感染症に対する医療補助への不公平感 
                           ⑰同僚の無理解な反応への心理的ストレス 
院内感染の不安             ④院内感染のリスクと不安な状況 
                           ⑪医師の患者への過剰な反応によるケアへの影響 
薬害エイズ患者のケアの困難 ⑤薬害エイズ患者の複雑な思いへの対応困難な状況       
資源不足によるケアの困難  ⑯拠点病院に患者の集中による医療者への過重な負担 
                  ⑱限られた人的資源によるケアの困難な状況 
専門的なケアの能力不足   ⑥専門的知識不足や実践能力不足によるケアの困 
                           ⑦情報提供不足によるコミュニケーションの困難 
医師とのジレンマ           ⑬医師と家族の関係悪化に対する患者ケアへの影響 
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